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研究成果の概要（和文）：　複眼撮像システム（Thin Observation Module by Bound Optics：TOMBO）を歯科治療に応
用し、その有効性と拡張性を検証した。実験システムは、予備実験及びハードウェアプロトタイプのために構築した。
いくつかの基本的な歯科実験方法は、実験システムを用いて行った。有用な結果は、歯と歯肉の形態測定で得られたの
と同様に、歯周組織の分光測定でも得られた。

研究成果の概要（英文）：　A compound imaging system called thin observation module by bound optics was 
applied to odontotherapy, and its effectiveness and extendability were investigated. Experimental systems 
were constructed for the purposes of preliminary testing and hardware prototyping. Several basic 
odontotherapy operations were performed using the experimental systems. Promising results were obtained 
in the shape measurement of teeth and gingivae, as well as in spectral observation of gingival tissue.

研究分野： 歯周病学

キーワード： 複眼システム　歯周治療　歯肉　分光計測　偏光計測　メラニン　還元ヘモグロビン
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１．研究開始当初の背景

 歯周疾患により歯肉の状態や形態は

様々に変化し、歯周治療によりさらに変

化する。歯肉色に着目した基盤的研究は

報告されている

至っていない。研究代表者は、健全歯肉

色と病的歯肉色との比較

る視覚的臨床診断と画像解析との比較検

討などを行ってきた。病的歯肉の状態で

あっても、個人の本来の歯肉色が、視診

による診断に影響を与えてしまうことを

確認したが、歯肉色に個人差があること

から、数値として健全状態と病的状態を

区別することは困難であった。そこで、

歯肉形態の３次元的変化を含めた多面的

なデータに基づいた

本研究の構想に至った。研究分担者の谷

田は、昆虫の複眼にヒントを得たコンパ

クトかつ高機能な撮像デバイスである複

眼撮像システム

Module by Bound Optics)

[3]を開発し、さまざまな分野への適用を

進めている

適した応用として口腔内計測に着目し、

ストライプ状の構造光投影によるアクテ

ィブ形状計測法を適用した。歯周病患者

に対する治療前後の歯肉形状計測を実施

し、その有効性を確認した
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２．研究の目的

 光技術の医療応用の中でも、歯科分野は

対象が明確であり、光技術との適合性が高

く、その適用が比較的容易であるなど、大
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きな可能性を秘めている。本研究では、歯

周疾患による歯肉状態や形態の変化をとら

え、歯周治療における新手法の構築に資す

るとともに、効果的なスクリーニング技術

の開発をめざす。複眼撮像システムをベー

スに、３次元形状計測、高精度カラー画像・

偏光画像取得、アクティブ計測用パターン

投影などを組み込んだ多機能口腔計測シス

テムを開発し、臨床利用を通して、歯周治

療の診断や治療効果のモニタリングにおけ

る有効性を検証する。
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図を示す。システムは

部照明光源、コンパクトプロジェクター、

パーソナルコンピューターから構成される。

TOMBO

一な電界が重なり合う構成で３×３の光学

ユニットで構成される。

口腔内測定では困難な条件のために、均一

な照明を使用した画像のステレオマッチン

グは、対応する組の十分な数を見つけるこ

とができなかった。この問題を解決するた

めに、我々は数種類の体系化されたパター

ンを物体に映して、見つけられた対応する

点組の全てと、ステレオマッチングにおい

て成功した組み合わせの比率を比較した。

４種類の体系化パターン（す

の点、ランダムドット、横縞と縦縞）は、

均一な照明と比較した。
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における各部の機能は、不均一に割りあて

た。各種情報はシステムによって処理する

ことができるが、ここでは、偏光画像化の

効果と単一光学ユニットの性能を評価する

ことを試みた。設計では、直線偏光フィル

ターの三つの異なる向きが反射の影響を軽

減するために使用した。

Fig.2 
 
４．研究成果
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